仏教における輪廻説の再検討 ―パーリ文献によりながら―（中編） by 新田 智通







































































「再生」（punabbhava, Sn ver. 162等），「生死」（jātimaraṇa, Sn ver. 351等），「死と再
生」（cutūpapāta, Sn ver. 517等），「度重なる生まれ」（jāti punappunaṃ, Dhp ver. 153），


























































































































4 4 4 4 4
この世で経験している



















































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4
「来世」への再生を指している
とするならば，一方「老」は死に向かっていく









































































＊パーリ語のテキストについては Pali Text Society版を用いた。またパーリ文献の略

















で引用した『テーラガーター』の偈文（Th vers. 67, 87, 90, 258-260）以外にも，例
えば『テーラガーター』第 254, 339, 344, 604d（＝ 656d, 687d, 792d, 891d, 918d, 
1185d）偈を参照。
Th ver. 87: khandhā diṭṭhā yathābhūtaṃ, bhavā sabbe padālitā,
vikkhīṇo jātisaṃsāro, nʼatthi dāni punabbhavo ti.
Th ver. 90: pañcakkhandhā pariññātā tiṭṭhanti chinnamūlakā,
vikkhīṇo jātisaṃsāro, nʼatthi dāni punabbhavo ti.
Th ver. 67: bhavā sabbe samūhatā, vikkhīṇo jātisaṃsāro, nʼatthi dāni punabbhavo ti.
DhpA I, 162, 27-28: khandhānañ ca paṭipāti dhātu-āyatanānañ ca
abbocchinnaṃ vattamānaṃ saṃsāso ti pavuccatī ti.（＝ Pj II, 426, 25-26.［Sn ver. 517
についての註釈。］）
以下に，古層とされている経典からの，これらに関する用例をいくつか挙げる。
なお「不生」（ajāti）という表現は，『無礙解道』（Paṭisambhidāmagga, I, 11, 6, 他）
















Cf. Th ver. 21.）
「不死に没入するに至った者のことを私はバラモンと呼ぶ。」（Sn ver. 635［＝
Dhp ver. 411］: amatogadhaṃ anuppattaṃ tam ahaṃ brūmi brāhmaṇaṃ.）
「殺生をすることなく常に身を抑制している聖者らは，不死の境地に赴く。」
（Dhp ver. 225: ahiṃsakā ye munayo niccaṃ kāyena saṃvutā, te yanti accutaṃ ṭhānaṃ.）
「［ブ ッ ダ は］ 生 死 を 残 り な く 放 棄 し た 方 で あ る。」（Sn ver. 351: 
pahīnajātimaraṇaṃ asesaṃ. Cf. Sn ver. 500.）
「生死を超越した者，そのような者こそ真の意味において沙門と呼ばれる。」




不死の境地である。」（Thī vers. 511-512: ajaramhi vijjamāne kin tava kāmehi ye 
sujarā, ... idam ajaram idam amaraṃ idam ajarāmaraṇapadam asokaṃ.）
「私は老い行くものを不老なるものと換えよう。」（Th ver. 32: ajaraṃ jīramānena 
... nimmissaṃ.）
・「形成されざるもの」
「作られざるものを知った者……彼こそ最上の人である。」（Dhp ver. 97: akataññū 
... yo naro ... sa ve uttamaporiso.）
「彼らは出家した後に……形成されたものではない涅槃の境地を達成した。」
（Th ver. 725: te pabbajitvā ... phusiṃsu nibbānapadaṃ asaṃkhatan ti.）
・「不動」
「彼ら［偉大な仙人たち］は平安の境地において解脱している。彼らは不動の安
楽に達している。」（Thī ver. 350: khemaṭṭhāne vimuttā te pattā te acalaṃ sukhaṃ.）
「あたかも岩山が不動でしっかりと立っているように，そのように比丘は，迷妄
を滅しているがゆえに，山のごとく揺れることがない。」（Th ver. 1000: yathāpi 
pabbato selo acalo supatiṭṭhito, evaṃ mohakkhayā bhikkhu pabbato va na vedhati.）
Th vers. 258-260: saṃsaraṃ hi nirayaṃ agacchisaṃ, petalokam agamaṃ punappunaṃ,
dukkhamamhi pi tiracchānayoniyā nekadhā hi vusitaṃ ciraṃ mayā.
mānuso pi ca bhavo ʼbhirādhito, saggakāyam agamaṃ sakiṃ sakiṃ,
rūpadhātusu arūpadhātusu nʼevasaññisu asaññisu ṭṭhitaṃ.
sambhavā suviditā asārakā saṃkhatā pacalitā sadʼeritā,
taṃ viditvā maham attasambhavaṃ santim eva satimā samajjhagan ti.
SN V, 226, 2-7: anamataggo kho saṃsāro pubbā koṭi na paññāyati. avijjānīvaraṇānaṃ 
sattānaṃ taṇhāsaṃyojanānaṃ sandhāvatam saṃsarataṃ avijjāya tveva tamokāyassa 
asesavirāganirodho santam etam padam phanitam etam padam yad idaṃ 
sabbasaṅkhārasamatho sabbupadhipaṭinissaggo taṇhakkhayo virāgo nirodho nibbānaṃ.
また『サンユッタ・ニカーヤ』の第 15相応「アナマタッガ・サンユッタ」
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，解脱すべ
きであると繰り返し語られている。
Sn ver. 740: taṇhādutiyo puriso dīgham addhāna saṃsaraṃ
itthabhāvaññathābhāvaṃ saṃsāraṃ nātivattati.
Dhp ver. 277: sabbe saṃkhārā aniccā.
Dhp ver. 279: sabbe dhammā anattā.
SN III, 66, 23-68, 29. 森 2005，163頁を参照。
MN I, 256, 15-16: tad-evʼ idaṃ viññāṇaṃ sandhāvati saṃsarati, anaññan.
MN I, 257, 1-2（= MN I, 258, 20-21）: aññatra paccayā na-tthi viññāṇassa sambhavo.
MN I, 259, 14-15.
MN I, 260, 9-10: yaṃ bhūtaṃ taṃ nirodhadhamman.
すでに村上・及川（1988，167-168頁）によっても指摘されていることであるが，
『スッタニパータ』において bhavābhavaという複合語の用例は，最古層において
は 7箇所（Sn vers.776, 786, 801, 877, 901, 1060, 1068）と，最古層以外のところにお











Nidd I, 48, 22-49, 2（= Nidd 1, 79, 3-9; 109, 14-21, 284, 11-18; 315, 20-26; Nidd II, 
§ 472. ただし Nidd I, 109, 14-21と 284, 11-18においては，処格の箇所が与格と
なっている）: bhavābhavesū ti bhavābhave kammabhave, punabbhave, kāmabhave 
kammabhave, kāmabhave punabbhave, rūpabhave kammabhave, rūpabhave 
punabbhave, arūpabhave kammabhave, arūpabhave punabbhave, punappuanaṃ bhave, 



















Pj II, 517, 11-13: bhavābhavesū ti kāmabhavādisu, atha vā bhavābhavesū ti bhava-
bhavesu, punappunabhavesū ti vuttaṃ hoti.
というように，『大義釈』『小義釈』の内容を簡潔にまとめたものとなっている。そ
れ以外の 3偈における用例に対する註釈も，「あらゆる生存に対する」（Pj II, 522, 


















Pj II, 416, 1-3. sassatāya vā ucchedāya vā, atha vā bhavassa abhavāya bhavābhavāya 
punabbhavānabhinibbattiyā ti vuttaṃ hoti.






Sn ver. 779: muni ︙ nāsiṃsati lokam imaṃ parañ cā ti. また第 801偈にも「この世に
おいて両方の極端に対して，［また］次から次への生存に対して，この世において















ない。彼は生老を超えている。」（Sn vers. 1059-1060: yaṃ brāhmaṇaṃ vedaguṃ 
ābhijaññā, akiñcanaṃ kāmabhave asattaṃ, addhā hi so ogham imaṃ atāri, tiṇṇo ca pāraṃ 
akhilo akaṃkho. ... so vītataṇho anigho nirāso, atāri so jātijaran）と言われている。また
第 1120-1123偈においては，生老を断つための教えを請うピンギヤとブッダの対話
が伝えられているのだが，そのなかでブッダは，「怠ることなく，再生がないよう
に色かたちを捨てよ」（Sn ver. 1121: appamatto jahassu rūpaṃ apunabbhavāya），「怠る
ことなく，再生がないように渇愛を捨てよ」（Sn ver. 1123: appamatto jahassu taṇhaṃ 
apunabbhavāyā）と語っている。
「彼は生と老いとを超えた。」（Sn ver. 1048: atāri so jātijaran.）この他にも Sn vers. 
1045-1047, 1052, 1060, 1079-1081を参照。
Sn ver. 1097d（=vers. 1120d, 1122d）: jātijarāya idha vippahānaṃ. Sn ver. 1056をも参
照。
Sn ver. 1082: jātijarāya nivutā.
本稿「前編」177（8）頁参照。
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，
もし再び生まれ変わることがないとするなら，すなわち輪廻が前提となっていない
とするなら，『生れる』は『苦しみ』とはならないはずである」（傍点引用者）と述
べているが，この指摘はここでの論点とまったく重なる。
「ブッダ自身は輪廻を説いたのか？」という問いは，これまで多くの研究者が考
察を試みてきた問題である。もちろん，本稿第 4節の初めにおいても述べたとおり，
ブッダが実際に語ったことを，歴史的事実として実証的な仕方で究明する術はない。
しかし，最古層や古層の文献においても明確に輪廻が前提とされているということ
を踏まえたうえで，ここで述べた「仏教教理の一貫性」という観点に立つならば，
ブッダ自身も間違いなく輪廻を説いたと言う他ない。もちろん，ブッダやそれに準
じる阿羅漢たちにとっては「輪廻は存在しない」のであるが，そのこととブッダが
教えとして輪廻を説いたか否か，という問題とはまったく別次元のことである。こ
のことに関連して，雲井昭善，宮坂宥勝，櫻部建という三人の研究者の的を射た指
⎝31⎠
⎝32⎠
119　（28）
摘を引用しておこう。
釈尊自ずからは輪廻（苦）を段尽していたにしても，輪廻苦を未だ断尽してい
ない有情に対しては輪廻説に関する説明があって然るべきである。何故ならば，
輪廻（苦）を断ずるということは，それ自体輪廻（苦）を予想しているからで
ある（雲井 1967，397頁）。
無明によって輪廻転生あり，明によって輪廻転生なしとするのが釈尊の輪廻観
であったといえる（宮坂 1997，139頁）。
初期仏教について，それが輪廻転生を認めるか否定しているかをもし論ずると
すれば，無明・渇愛ある者の上にはそれを認めており，無明・渇愛なき者の上
にはそれが否定されている，と言うほかはない，と私には思われる。簡明に言
い切れば，迷える者には輪廻があり，迷いを離れた者に輪廻はない，というの
が仏教の立場である。あるいは，人が迷いの生を生きている限り彼には輪廻は
事実であるが，迷いを離れるとき彼に輪廻は問題とならない。したがって，輪
廻は存在しない，といえばよいであろうか（櫻部 2000，16頁）。
（29）　00
